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15インチカラー LCD

日本銀行券現行４金種

約720枚 /分

最大500枚

混合：約2,200枚×1   ※官封券換算

金種別：約2,200枚×3   一括：約2,200枚×1   ※官封券換算

［A52/A53/A50］標準：13束×2　最大：13束×4   ※官封券換算　　（AC52/AC53/AC50は小束収納庫無しタイプ）

国内発行貨現行６金種

約1,800枚 /分

約2,500枚

500円×約150枚、100・50・5・1円×約300枚  10円×約270枚    一括金庫×約150枚   ※10円換算

500円×約600枚、 100円×約1,000枚、 50円×約1,000枚、 10円×約1,000枚、 5円×約1,000枚、 1円×約1,000枚      一括金庫×約700枚    ※10円換算

500円×16本、 100円×19本、 50円×21本、 10円×18本、 5円×20本、 1円×22本、

操作卓数

画　　面

取扱金種

入金計数速度

入金口容量

一時保留部容量

バラ紙幣収納容量

小束容量

取扱金種

入金計数速度

ホッパー容量

一時保留部容量

バラ硬貨収納量

包装硬貨収納量

ターミナル

紙幣入出金
整理部

硬貨入出金
整理部

複合入出金部
［A52/AC52］

システム全体

外形寸法

質量

使用電源

消費電力

1,230（W）×815（D）×1,350（H）mm

［A52］ 約760㎏   ［AC52］ 約750㎏

AC100V±10V（50/60Hz）

待機時：417W   定格（最大）：1,270W

■オプション   ◎JIS Ⅱカードリーダー   ◎非接触ICカードリーダー  ◎指静脈認証ユニット  ◎ホワイトリスト対応  ◎帳票プリンター  ◎イメージスキャナー　※別途オプションについてはお問い合わせください。

損貨・記念貨
管理部

新券出金部
［A53/AC53］

1,240（W）×815（D）×1,350（H）mm

［A53］ 約735㎏   ［AC53］ 約725㎏

待機時：392W   定格（最大）：1,225W 

990（W）×815（D）×1,350（H）mm

［A50］ 約610㎏   ［AC50］ 約600㎏

待機時：352W   定格（最大）：990W 

Advanced

日本銀行券現行4金種

5枚 /秒

350枚×4

国内発行貨現行６金種（汚損貨、変形貨）、旧券、国内記念貨

4枚／分程度

100枚×2

収納媒体

計数速度

収納量

日本銀行券、手形、小切手、定額小為替、配当金領収書

［新券出金］ 約5枚 /秒    
［入金計数］ 約30枚 /分（損券D・E券、小切手）

［新券（出金用）］各約350枚（万円・五千円・二千円・千円）
　　　　　　　※官封券換算  
［損券］300枚（D・E券）、50枚（A・B・C券、破れ券など）
［小切手］ 最大150枚（1スタッカー）、
　　　　 最大100枚（2スタッカー）

取扱金種

計数速度

収納量

WAVE A52/AC52   WAVE A53/AC53   WAVE A50/AC50主な仕様

WAVE Advancedシリーズ
ラインアップ

取扱金種

計数速度

収納量

このカタログの記載内容は、2021年4月現在のものです。 DG 1366 ASS0421 SU※　　　　　　はグローリー株式会社の登録商標です。
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本 社 〒670-8567 兵庫県姫路市下手野1-3-1 TEL（079）297-3131（代表）

金融営業統括部  金融販売支援部
〒101-8977 東京都千代田区外神田4-14-1 秋葉原UDX TEL（03）5207-3012

本 社 〒060-0013  北海道札幌市中央区北13条西17-1-45 TEL（011）707-4111（代表）

製造・販売

販 売

タッチパネルディスプレー 紙幣連続入金

現金ダイレクトアクセス 新券計数装填・自動精査

手形小切手イメージ入金 損券・損貨イメージ入金

フルスペック&コンパクトボディーで可能にする
全店レベルでのオペレーション統一。

WAVE A53／ A52／ A50
WAVE AC53／ AC52／ AC50

オープン出納システム

※製品の仕様・デザインの一部を予告なく変更することがあります。   
※製品写真は、警告・注意シールなどを省略している場合があります。   
※印刷により、実際の色と異なる場合があります。   
※ご使用の際は、取扱説明書をよくお読みのうえ、正しくご使用ください。

各機器の現金在高データ、現金処理データなどを
オープン出納システムで一元管理することで、
現金管理業務のさらなる効率化を実現します。

紙幣両替機
EN-700シリーズ

窓口キャッシャー
RB-500シリーズ

自動精査現金バス
BW-P10

オープン出納システム
WAVE Advanced

WAVE Advancedの拡張性

WAVE A52

▲WAVE A52 ▲WAVE A53 ▲WAVE A50



コンパクトボディーで、フルスペック機と同等の機能。
全店レベルでオープン出納システムの導入を推進し、管理業務の削減とオペレーションの統一を実現します。

約33％の省スペース化を実現
※当社WAVE Pro（32T） と WAVE A52での比較

目指したのは、その店舗にジャストなサイズ、ジャストな機能。

紙幣連続入金

新券自動精査（A53／A52／AC53／AC52）

業界初 !  新券計数装填（A53／AC53）

エラー解除音声ガイダンス イレギュラー操作トレーニングモード

現金のダイレクトアクセス 待ち時間表示

画面操作再現機能

WAVE A52

損貨・記念貨部

操作ターミナル

レシートプリンター

ジャーナルプリンター

認証プリンター

※処理に当たっては諸条件があります。 紙幣入金口

入金画面計数待ち画面

Simple &Easy Operation

紙幣入金整理部 複合入金部 硬貨入出金整理部

機能はそのままに、小束収納庫無しタイプ。

WAVE AC52

▲小切手読み取りイメージ画面

▲待ち時間表示画面

▲待ち時間表示画面
   （部分拡大）

▲手形・小切手入金

▲損貨・旧貨・記念貨入金

束紙幣収納庫搭載（A53／A52／A50）

手形・小切手・損券・損貨イメージ入金（A52／AC52）
◉紙幣処理部の新機構により、コンパクト
機としては初めて連続入金処理に対応。
繁忙時でもスピーディーな入金処理が
可能です。

◉自動精査機能を各部に搭載。管理の厳正化を図ります。
●バラ硬貨入出金部　●バラ紙幣入出金部　●包装硬貨出金部　
●束出金部　●新券出金部

◉画面での解除ガイダンスに音声
ガイダンス機能をプラス。 より分
かりやすいアシストでエラー解除
時間を短縮します。

◉返却・リジェクトされた現金の回収は、
ユニットを引き出すことなく、前面から
ダイレクトアクセス。回収作業がスムーズ
に行えます。

◉再確認が必要な処理は、操作者がどのような処理を行ったのか、
操作内容を画面上で再現。操作ミスや違算原因を迅速に発見します。

◉エラー解除や現金戻し処理
など、イレギュラーな操作を
事前に画面上で練習できる
機能。導入時の操作研修や、
新任担当者研修に役立ちます。

◉機械動作完了までの時間を
画面に表示。処理待ち時間が
発生した際のストレスを軽減
します。

◉コンパクト機ながら最大52束※の束紙幣収納庫を搭載。紙幣の
大口出金に迅速に対応し、お客様の待ち時間削減や、渉外担当者
の持ち出し準備の効率化に寄与します。   ※官封券換算

◉手形・小切手は券面内容の読み取りから、持出集計表作成までを
自動化。イメージファイリングにより通過証明作業を削減。

◉機械での識別が困難な損券・損貨は画像のデータ化により、入金・
収納管理を自動化。人的エラーの抑制と締め上げ工数を削減。

◉新券部は枚数・金種を確定させ
ながら装填が行えるので、装填時
のミスを無くします。

◉枚数の事前確定や、2者での立会
いが不要です。

障害低減対策の強化

オペレーション中のトラブル、システムダウンタイムを可能な限り排除
することでシステムの安定稼働を実現していく。WAVE Advancedのこだ
わりは次のような障害低減対策にも貫かれています。

◉システム障害率を低減
ユニット構造の見直しにより、トラブル発生要因を大幅に改善。

◉現金戻し履歴確認に対応
エラー現金戻しの実施状況の確認が可能。

シンプルオペレーションでフルスペック機と同様の操作性を実現。

1,230mm

ユニットを押し込んでください。

WAVE A53／A52／A50／AC53／AC52／AC50

オープン出納システム

基本オペレーションは、オープン出納システム
「WAVE Pro」を踏襲。  簡単かつ正確、スピー
ディーな処理が行えるとともに店舗規模を問わ
ず全店統一のオペレーションを可能にします。


